第３０回市民自治推進委員会　育み部会会議録
（敬称略）
◆ 開催日時：平成３０年７月１７日（火）　１７：３０～
◆ 開催場所  登別市役所　２階　第１委員会室
◆ 出席部会員  部会長　　安　宅　錦　也
　　　　　　 　部会員　　仲　川　弘　誓
　　　　　　　　　　　　 合　田　美津子
　　　　　　　　　　　　 佐　藤　文　子 　　　
　　　　　　　　　　　　 神　谷  博　達
  　　　 　 磯  田　大　治
◆ 欠席部会員  副部会長　川　村　正　勝
◆ 協働推進庁内委員会　　橋　場　 　 太（部会長） 
【教育部次長】
安　部　直　也（副部会長）
【教育部社会教育Ｇ総括主幹】
◆ その他  　　　　  宮　嶋　麻　衣【室蘭工業大学　真境名研究室】
◆ 事務局 　　　　   笠　井　康　之【市民生活部市民協働グループ総括主幹】
笹　田　恭　平【市民生活部市民協働グループ】
◆ 議題：のびのび公園の利活用等について

≪事務局≫
　今日はのびのび公園の利活用に係るルール変更ということで、まずお配りした資料ですが、１枚目が町内会宛に配布する文書と、２枚目は若草小と富岸小の児童と保護者向けに作成している文書です。
３枚目の資料は公園に掲示する予定のもので、内容は確定していませんので、会議の中で皆さんに意見を出してもらって、修正点があれば修正したいと思います。
４枚目の資料は、ボール遊びができる公園を作ろうということで、宮嶋さんに作成していただいた資料です。小学生用のもので、非常にわかりやすくできていると思います。
５枚目の資料は、のびのび公園運動広場利用者集計表です。
若草つどいセンターの方にご協力をいただき、期間内にどのくらいの子どもたちが利用しているか確認するためのものです。
こちらの方もご意見が何かあれば、修正等を加えていきたいと思います。
残り２枚の資料につきましては、図書館関係の資料になります。
配付資料については以上です。

≪部会長≫
　ただ今、配布資料について説明がありました。
　前回、だいたいの部分についてはお話いただきましたが、宮嶋さんの方で小学生向けのチラシを作成していただきましたので、この中身と照らし合わせながら、細かい部分を修正して配っていくことになります。
　小学生には学校の先生に説明してもらった上で、保護者用と子ども用を２枚一緒に配布してもらう予定でおります。
　町内会の方への配布は、明後日１９日に役員会がありますので、その場で総務部長の方にお願いして配ることにしました。
　周辺住民の方にも併せて配布していただくようお願いしておりますので、町内会関係については大丈夫かと思います。
　グリーンピア商店会の方々には、私から説明してきます。
　後は細かな点、文言等の修正が必要な部分について、ご意見をいただき、修正した上で、学校に持って行き、配布するということで進めて行きたいと思います。
まず町内会宛の文なのですが、大人なのでこんな形で観点を絞ってやれれば良いと思いますが、どんなものでしょうか。
　ちょっと気になったのが（７）の緊急時の連絡先ということで、予定と書いていますが、一応３ヶ所とも了承はいただいております。学校の方でももし何かあれば対応しますというふうに了承いただいていますので、予定という文言を削除する予定でおります。
　Ａ３の紙にも連絡先の番号を入れておりますので、こんな感じで良いかなと思います。
　実施時期については、終了後から９月末となっていますが、８月６日（月）に中央公園とのびのび公園の後片付けを町内会とグリンピアの役員でやるので、それが終了した午後から運動広場の設営を事務局に協力していただいてやろうと思っていますので、育み部会の方で、予定が空いている方がいましたら、ご協力いたただければありがたいと思います。
　その際、少しでもボールが飛び出さないようにということで、周り１ｍぐらいの草を残して刈ったらどうかという話が出ておりましたが、その辺はいかがでしょうか。その方が見栄えは悪いですが、きっとボールは飛び出さないのではないかと思うのですが。

≪部会員≫
　そう思います。


≪部会長≫
　公園を見てきたのですが、日本タンポポのようなひょろっとした草が生えておりました。フェンスから外側の土手は刈ってもらおうと思っていますが、フェンスの内側１ｍぐらいを残して、ちょっとしたバリケードみたいな形にすれば、少しでも外にはみ出すことが防げるかと思いますので、一応そういう形でお願いできればと思います。
　明日、グリーンピア商店会の方にも説明して、了承いただければと思うのですが、どうしてもダメだということであれば連絡します。
　
≪庁内委員≫
　スタートが８月４、５日の終了後からとなっていますが、保護者向けや子ども向けは８月６日からになっていますよね。

≪部会長≫
　６日に合わせた方がいいですね。６日に準備します。

≪庁内委員≫
　天気によって、というような部分はいらないですね。

≪部会長≫
　雨が降ったら子どもたちは来ないと思いますが、雨が降っても準備だけはしますので、ロープさえ張ってしまえば、晴れ次第、子どもたちが使えると思います。
　それでは、８月６日から９月３０日までということで、はっきりした日付を入れた方が良いですね。
　町内会用も保護者用も裏に地図を付けて、場所をきちんと示した上でお知らせするということで、子ども用にはさらに詳しく場所を入れていただいておりますので、こっちがすごくわかりやすくて良いかと思いますので、こちらを裏に付けた方が良いですかね。

≪部会員≫
　そうですね。
　
≪部会長≫
　保護者と子ども用はこのわかりやすい方の地図を添付すればいいかなと思います。
　では、これはその形で。後は子ども用の部分なのですが、表現等の部分はこれで良いかどうか確認いただければと思います。

≪庁内委員≫
　登別市と市民のグループが活動していますとなっていますよね。ただ、登別市としては、ここのところは直接的には動いていませんよね。

≪部会長≫
　あくまで、市民自治推進委員会育み部会が主体となって、そのルール作り等を考えているので、登別市ではないですね。

≪部会員≫
　「協力を得て」と記載したほうがいいですね。

≪部会長≫
　登別市の協力を得て、市民のグループが活動をしていますというような表現に直してもらえるとありがたいです。

≪事務局≫
　子どもたちに配る時は、予算の都合上、白黒になります。

≪部会長≫
　でも、イラストが入っているだけで、全然違いますね。
　公園に張るのも、これで良いのかなと思うのですが、どうでしょうか。

≪部会員≫
　こっちの方が通りかかった人も見るよね。

≪事務局≫
　では、この宮嶋さんが作成したものをＡ３に拡大して、公園内に掲示することにします。

≪部会員≫
　カラーで貼るようにしてください。

≪部会長≫
　市民自治推進委員会育み部会と標記されていないので、空きスペースに記載したほうがいいかなと思います。

≪室蘭工業大学宮嶋氏≫
　記載したものを作成します。

≪事務局≫
　まだできていないのですが、のびのび公園のルール変更についてのお知らせをＡ３に拡大し、看板に貼り付けて、公園３ヶ所の入口に建てようかと思っています。

≪部会員≫
　いいですね。
雨が降ることも考えて、ラミネートが必須ですね

≪庁内委員≫
　夜間・休日も連絡があることを考えれば、連絡先は、代表電話を記載したほうがいいですね。

≪事務局≫
　わかりました。

≪部会長≫
　集計表の件ですが、何人くらいの方が遊んでいるかをデータとして集積することで、今後の活動の参考になりますね。

≪事務局≫
　遊具がある方ではなく、グランド側で遊んでいる子どもの数を把握してもらえればと思っております。

≪部会長≫
そうですね。

≪庁内委員≫
　大人、子どもというものはいらないですか。

≪事務局≫
　本当はそのようにした方がいいと思いますけど、つどいセンターの方の負担にもなると思うので、人数のみを集計しようと思います。

≪部会長≫
　実施後のアンケートの中で、誰と遊びましたかというのを入れるといいかもしれないですね。

≪部会長≫
　では、この集計表を使って、データを集積していくということで。

≪部会員≫
　天気はどうしますか？

≪部会長≫
　天気もわかるようにした方がいいですね。

≪庁内委員≫
　今の状況で、ほとんど使われていない公園なので、ボールが使えることによって、運動広場だけに限らず、全体で利用が増えていればいいですね。

≪部会長≫
　のびのび公園は最初、多目的公園だったので、多くの方がさまざまな遊びをしていたらしく、サッカーも野球もできたそうです。
しかし、そこでゴルフの練習をした方が、近所の家のガラスを割り、そこからルールが厳しくなった経緯があるそうです。

≪部会員≫
　じゃあ、大人が悪いのですね。

≪部会長≫
　ボール遊び期間が９月末までなので、１０月にアンケートを実施したいのですが、その中身については９月の部会で検討していきたいと思います。よろしいですか。
　
≪部会員≫
　はい。

≪部会長≫
　次回の部会までに、こんなアンケート内容が良いなということがあれば、委員の皆さんに考えていただいて、皆さんの意見を集約し、アンケートを作りたいと思います。
　簡単なアンケートでがいいと思いますので、必要事項をいくつかピックアップしていただければ、ありがたいと思っています。
　９月にアンケートができれば、１０月に配って、その結果を分析するという形で進めていきましょう。

≪部会員≫
　わかりました。

≪部会長≫
　では、平行して、後ろに付いている図書館の資料をご覧ください。
１枚目は、平成２９年度の図書館事業の資料で、２枚目が、ボランティア実施事業実績です。
まず、１枚目を見てください。
昨年度の基本方針及び具体的方策ということで、館長から出していただいた５つの具体的な中身の目標がそこに書いてあります。
基本方針は図書館のあり方にも出ているところです。
具体的に２番から図書館の事業ということで書いているのですが、年間を通じてたくさんの事業が行われています。
２枚目は、ボランティアということで、図書館に協力しているボランティア団体の活動実績ということになります。
この前、話題になったビブリオバトルの部分も年６回、昨年度は実施されています。このビブリオバトルの方は、大人の参加が多いようです。
こう見ると、月１回以上必ずやってくださっているようですね。
私はわからないのですが、おはなしクレヨンとおはなしポケットというのは違うのですかね。違う人が行っているのでしょうかね。

≪部会員≫
　名前が違うから、違う人がやっているのではないでしょうか。

≪部会長≫
　読み聞かせとか、読み語りとか。【おはなしくれよん】の赤ちゃんマッサージというのはよくわからないですけど、具体的な内容はどういうものなのですかね。

≪部会員≫
　マッサージはよくわからないですけど、わらべ歌はこの会だけでやっているものですね。後は、読み聞かせが主ですね。
≪庁内委員≫
　両団体ともすごく歴史がありますよね。

≪部会員≫
　当初は、私達と同じ年代の人達が立ち上げたのですけど、続きませんでした。その後、一時休会状態だったのですけど、別の人が入ってきてくれて、復活しました。

≪部会長≫
　小さい頃から本に親しむということで、健診を上手く活用して、小さな子どもたちに読み聞かせとか、おすすめの本を紹介したりなどの、活動も最近始まっているようで、とっても良い活動だと思います。

≪部会員≫
　ブックスタートというのは、イギリスから起きて世界中に伝わった事業なのですけど、各地域によって取り組み内容は若干違っていて、うちはブックスタートというような形で進めています。
やはり待っているのではなくて、赤ちゃんとお母さんがいる場所に出て行って、お母さんにも本に触ることは大事なことだよとお伝えする事業なので、これは本当に大切にしていくべきだと思っています。

≪部会長≫
　昨年度、むろしんの記念事業として、移動図書館車が更新されて、すごくきれいになりました。その一連の取り組みとして、子どもたちの協力で絵を書いてもらって、それを審査して工学院生にデザインしてもらって、実際の移動図書館車に描いてもらうという取り組みもされているようです。

≪部会員≫
　館長もこの間いろいろと説明していましたけれども、努力して良くなるための取り組みは推進しているのですが、人が集まらないということが悩みの種で、集まってもいつも同じ顔ぶれで、新規者になかなか浸透していかない、伝わらないというのが悩みです。
図書館だけのことではないかもしれないですが、もっと暮らしの中で図書館が役に立つという思いが浸透すれば、実感を持ってくれる人が増えれば、違ってくるのだろうと思いますが、こういうご時世ですから、辞書を引かなくても検索できたり、本を読まなくても何でもすぐわかってしまうような気になりますし、なかなかゆっくりと本を読むような社会ではないから難しいとは思います。
　しかし、国も今新たな流れの中で、図書館の位置づけだとか、本というものに対する考え方を変えようとしていますので、協力できれば良いなと思います。

≪庁内委員≫
　今まで本に触れていなかった人たちは、何から手を付けたら良いかわからないのだと思いますね。

≪部会員≫
　図書館にはたくさん本があるのだけれど、何を読んだら良いのかがわからないのだと思います。
　だから、小さい頃に本に触れていた子は、一時離れても、ある程度必要条件が合致すれば、すぐに本にイメージが結びつくのですけど、読まないできた人にどうして本を読まなければならないのかという質問をされたことがありますが、一言で言えるようなことでは無い気がして、即答はできなかったのですが、さまざまな効用があるし、無くてはならないものだと思います。

≪庁内委員≫
　漢字を覚えるだけでも、全然違うと思うのですけど。
　面白い本に巡りあえるかどうかですね。

≪部会員≫
　それですよね。
　だから、今はマンガだって、ドラゴン桜の２が出るみたいだし、そういうふうに少しずつ形を変えながら、さまざまな方に読んでもらうような工夫をしているようなので、そういう情報も本当は図書館から提供していくと良いのですけどね。
　本当はデジタル系を強化して、情報発信を全部図書館からできるようなシステムが導入されれば良いのですが、今はパソコン１台しか無いですから。室蘭だって２～３台です。

≪部会員≫
　職員１人１台というわけではないのですか。

≪部会員≫
　職員にはありますよ。利用者が自由に使えるようなパソコンが１台しかないんです。


≪部会長≫
　入口のところに１台あるのだけですね。
　ハード面での充実は難しいので、ソフト面でどれだけ充実させていくかということが重要ですね。

≪部会員≫
　そう思います。

≪部会長≫
　今後、育み部会として、図書館のあり方について考える時に、図書館がどんな事業、取り組みをしているかという部分を知っていただいた上で、どこに力を入れていけば良いのか、どういう部分を発信していけば良いのかという部分を委員の皆さんにお話しいただいて、図書館事業の活性化につなげていければいいのかなと思っております。　　　　
次回の部会までに、図書館において取り組みを充実させた方が良いものがあれば、意見を出してもらって、その意見を図書館に伝えながら充実させていける方向性を検討できればと思いますが、いかがですか。

≪部会員≫
　一つ良いですか。
　どんな事業といっても、提案するのはちょっと難しいかなと思うのです。だから、図書館がどうあったら良いなとか、自分の中で考える図書館像のようなものとか、どんな働きがあるかわからないとか、具体的にわからないこととか、そういう発案をしてもらった方が良いのではないかと思います。
　図書館そのものに対する知らないことや気づいたことなどから入ってもらった方が良いかなと思います。
　館長からいただいた資料はとても良い資料なので、説明を受けた内容で、こんなことをもっと知りたいとか、ここをもう少し説明してもらいたいとか、そんな思いがもっと出てきた方が良いかなと思います。

≪庁内委員≫
　視点的には、利用者の増加ということで良いのですかね。

≪部会員≫
　そんな方が良いかなと思います。


≪部会員≫
　単純に利用者をもっと増加させるために、どんなことができるかを考えましょうということだけでも良いと思います。
　例えば、何かの専門書を増やしましょうとか、設備を整えましょうとか、いろんなことが出てくると思いますが、現実的に何ができるかを考えて、進めていくのがいいですね。

≪部会員≫
　議論をもう一度掘り起こすところから話し合いたいのか、館長さんが話してくれたように図書館のあるべき姿というものはもう作成されているので、そこに対して、私たちが協力していくところはないかという議論をしたいのか、私の中でどうも定まらないのです。
　あるべき姿はこうだと、図書館の皆さんが長年かけて話し合ってきたものに、私たちがそのあるべき姿より、こっちの方が良いのではないかというのは、何かおこがましいような気もして。
　私は、自治推進委員会としてできることはなにかと思ってイメージしていたのですが、そうでは無く、その前のところから掘り下げて、課題を掘り起こすという作業にした方が良いのですか。

≪部会員≫
　広くて、どこから取り掛かっていいか正直なところわからないのだけれど、詰めていけば、一番は図書館の活性化というところが避けて通れない大きな問題だと思っています。
　まずは図書館を理解しながら、議論を深めていくということを前提しているので、どこから入っても良いと思っているのですけど、一応５つの指標があるわけですから、それらを理解しながら活性化にどうつなげるかというのが、大きな目標なのかなとは思います。

≪部会委員≫
　館長が言っていたように、図書館のビジョンはもう出来ているのだから、そこに沿うしかないのですよね。ただ、あれは抽象的なので、それをどういう形で具現化していくかということで、そのアイデアがあれば出してもらって、どういうふうに取り組んでいけるだろうかということだと思います。

≪部会長≫
　まず図書館が行っているさまざまな事業の中で、自分だったらこんな図書館だったら良いなと思う部分を出してもらって、それを事業として具現化できるかどうかという部分を意見交換した方がいいかなと。
　では、次回の部会の時に、図書館の事業に対してのそれぞれのご意見を発言してもらえば、今後の方向性も見えてくると思いますので、次回の部会までに意見を考えていただければと思います。

≪事務局≫
　次回までに、今の図書館の話と公園のアンケートの内容を考えてくるということですね。

≪部会長≫
[bookmark: _GoBack]　はい。その２つですね。
　アンケートの中身と図書館の活性化に向けた取り組みについてアイデア等があれば、出してもらうということで。
　次回は８月２１日（火）午後５時半から行います。
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